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九
州
帝
国
大
学
工
科
大
学
開
設
に
伴
っ
て

設
置
さ
れ
た
機
械
工
学
科
の
百
周
年
を
記
念

し
て
、
平
成
23
年
５
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時

よ
り
九
州
大
学
機
械
系
百
周
年
記
念
大
同
窓

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
２
ヶ
月
余
り
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

機
械
工
学
部
門
内
で
幾
度
も
議
論
を
重
ね
た

う
え
で
実
施
し
た
同
窓
会
で
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
、
各
学
年
で
の
同
窓
会
や
卒
業
生
の
多

い
企
業
内
の
同
窓
会
（
九
機
会
）
の
ほ
か
、
東

京
地
区
お
よ
び
関
西
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
東
京

九
機
会
、
関
西
九
機
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
同
窓
生
全
体
を
対
象
と
し
た
大
同

窓
会
は
今
回
が
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。
さ

ら
に
、
大
震
災
後
の
た
め
、
参
加
い
た
だ
け

る
の
か
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大

震
災
の
影
響
で
多
忙
を
極
め
て
お
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
参
加
い
た
だ
い
た
同
窓
生
も

お
り
、
会
場
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博

多
に
は
昭
和
18
年
卒
か
ら
平
成
20
年
卒
ま
で

総
勢
２
７
３
名
が
集
い
ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
こ
の
同
窓
会
に
先
立
ち
、
午
後

１
時
よ
り
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
機
械

系
百
周
年
を
記
念
し
た
産
学
技
術
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
会

で
は
機
械
系
教
室
の
変
遷
や

近
況
に
つ
い
て
の
報
告
と
質

疑
応
答
の
後
、
ポ
ス
タ
ー
に

よ
る
各
研
究
室
の
研
究
紹

介
、
そ
し
て
実
験
室
見
学
と

い
っ
た
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
験
室
見
学
で
は
説
明

役
の
学
生
に
助
言
を
与
え
る

先
輩
の
方
々
の
姿
も
見
ら

れ
、
学
生
に
と
っ
て
も
大
き

な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
同
窓
会
は
機
械
工
学
部
門
長
の
高
松
洋

教
授
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
参
加
者
中
最
年
長
の
高
田
勝
名
誉
教

授
の
ご
挨
拶
、
東
京
九
機
会
の
花
田
公
行
会

長
お
よ
び
関
西
九
機
会
の
石
黒
敏
央
会
長
か

ら
の
ご
祝
辞
の
後
、
昭
和
18
年
ご
卒
業
の
大

先
輩
で
も
あ
る
西
川
兼
康
名
誉
教
授
の
乾
杯

の
ご
発
声
に
よ
り
同
窓
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
恩
師
を
囲
む
一
団
や

久
々
の
再
会
を
懐
か
し
む
同
世
代
の
集
ま
り

な
ど
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
談
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。
参
加
者
の
年
齢
差
は
最
大
で
65

歳
に
も
及
び
ま
し
た
が
、
同
じ
同
窓
生
と
し

て
世
代
を
越
え
た
新
た
な
繋
が
り
も
生
ま
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
の
締
め
は
古
川

明
徳
教
授
の
音
頭
に
よ
る
学
生
歌

「
松
原
に
」
の
大
合
唱
、
そ
し

て
、
現
役
最
年
長
の
村
上
輝
夫
教

授
の
挨
拶
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

震
災
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

同
窓
会
に
参
加
で
き
る
有
り
難
さ

や
、
九
大
機
械
系
の
同
窓
生
と
し

て
の
団
結
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
る
と
と
も
に
、
九
州
大
学
で
得

た
英
知
を
基
と
し
て
、
自
分
た
ち

が
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支
え
て
い

く
の
だ
と
い
う
思
い
を
新
た
に
す
る
機
会
に

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
遠
方
か
ら
も
参
加
い

た
だ
い
た
多
く
の
同
窓
生
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
参
加
費
の
一
部
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
義
援

金
と
し
て
寄
付
し
ま
し
た
。

（
機
械
系
百
周
年
同
窓
会
実
行
委
員
会
）

九
州
大
学
機
械
系
百
周
年
記
念
大
同
窓
会

同窓会参加者集合写真

伊都キャンパスでの交流会の様子（高松洋機械工学部門長による機械系教室の変遷・近況説明）

記念品として配布された扇子

九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー・オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
１
８
６
回
定
期
演
奏
会

九
州
大
学
創
立
百
周
年
記
念

　

平
成
23
年
６
月
29
日（
水
）、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
九
州
大
学
創
立
百
周
年
記
念
九

大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
第
１
８
６
回

定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲
「
大
学
祝

典
序
曲
」、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
「
交
響
曲
第
九
番（
通

称
「
第
九
」）」（
合
唱
付
き
）
の
２
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
大
フ
ィ
ル
は
１
９
０
９
年
に
創
立
さ
れ
た
、
日
本
最

古
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
り
、
１
９
２
４
年

に
日
本
人
と
し
て
初
め
て
第
九
を
演
奏
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
期
演
奏
会
は
、
本
学
の
創
立
百
周
年
を
記
念

し
、
か
つ
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
早
期
復
興
を
祈
り
た
い
と
い
う
団
員
の
想
い
の
も
と
、

本
学
合
唱
サ
ー
ク
ル
の
学
生
を
中
心
に
約
１
０
０
名
の
合

唱
団
を
結
成
し
、
長
年
九
大
フ
ィ
ル
を
指
導
し
て
き
た
堤

俊
作
氏
を
指
揮
に
、
現
在
活
躍
中
の
若
手
の
声
楽
家
を
ソ

リ
ス
ト
と
し
て
迎
え
て
、
九
大
フ
ィ
ル
と
し
て
は
約
10
年

振
り
と
な
る
第
九
の
披
露
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
る
く
力
強
い
楽
曲
で
あ
る
大
学
祝
典
序
曲
で
幕
を
開

け
た
定
期
演
奏
会
。
２
曲
目
に
迎
え
た
第
九
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
九
大
フ
ィ
ル
の
優
美
か
つ
壮
大
な
演
奏
に
、
後
半

か
ら
合
唱
も
加
わ
り
、
繊
細
さ
、
楽
し
さ
、
壮
大
さ
と
緩

急
繰
り
返
す
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
ホ
ー
ル
を
埋
め
尽
く
し

た
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
楽
曲
を
締
め
く
く
る
荘
厳
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
鳴
り
響
き
、
指
揮
棒
が
降
り
た
と
同
時
に
、

会
場
は
止
む
こ
と
の
な
い
大
き
な
拍
手
喝
采
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
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団
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